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一 女性神秘家の見た終末的世界一

香田 芳樹

1.ビンゲンのヒルデガル ト

中世キリス ト教終末論は民衆の不安を反映 した集団狂気的な側面をもつ

が、他方、聖職者たちの改革への積極的な意志を反映 したものでもある。

都市経済に呑み込まれ、世俗権力 と癒着 した都市聖職者の堕落と腐敗に対

し、「使徒的生活(宙ta apostolica)」の再興を叫んで信仰生活の浄化 と清貧

を実践 したグループが中世後期にヨーロッパ各地に発生 したが、彼 らのほ

とんどすべてが教会の弱体化に終末的予兆を見、アンチキリス トの登場を

予感 している。世俗権力を味方につけ、民衆を煽動する偽預言者の筆頭は

教皇であり、こうした図式は後のルターの宗教改革にまで受け継がれてい

く。当時最も辛辣で効果のあった社会批判の トポスが 「この世の終わ り」

であり、近づく 「最後の審判」だつたのである。終末論はそれゆえ、批判

精神豊かで敬虔な被抑圧者の精神的支柱でもあつた。 自由心霊派やベギン

修道女たちの文書に終末論的 トポスがふんだんにちりばめられているのは

このためである
(1)。

しかし、近づく終末に警鐘を鳴らし、アンチキリス トヘ

の備えを訴えるこうしたグループは、皮肉にも教会にとつては逆にアンチ

キリス トの大衆煽動に乗せ られたものと見なされ、断罪 される。12世紀か

ら数多く流布 した黙示的文書の中の対立の構図はそれゆえ複雑をきわめて

いる。

ドイツ女性神秘思想の初期の代表者 ビングンのヒルデガル ト(Hndegard

von Bingen 1098-1179)のカタリ派攻撃も、こうした時代の混迷と思想の倒

錯を反映している。H60年 彼女は、ライン地方に説教旅行をした際、大都

市マインツとケルンでこの異端宗派がす さまじい勢いで勢力を伸ばしてい



るのを目の当た りにする。南フランスに発 したカタリ派はライン川を北上

しこれら二つの都市で多くの信者を見出していた。彼 らは、カ トリック教

会の与える聖体を蔑ろにし、婚姻を拒否 し、極端な清貧生活を称揚 してい

た②
。この旅から帰つてヒルデガル トがH62/63年にケルンの司教座聖堂参

事会首席ハインスベルクのフィリップ(後のケルン大司教)と当地の聖職者

たちに宛てて書いた書簡は、当時の女性が、しかも修道女が記 したものと

してはほとんど類を見ないほど激烈な抗議文 となつている。そこでヒルデ

ガル トは、彼 らが異端者に対 して余 りに無力であることを嘆き、手厳 しく

批判 している③。偽のカリスマを身にまとつた者たちが無知な民衆を言葉巧

みに誘惑し、正 しい信仰から逸脱 させているとするのである。

悪魔はあなた方について言つています。 「たらふ くいただく食事でも、

飽食 したいものでも、何でもこいつ らにところにはある。俺の日も耳

も腹も血管も奴 らのよだれで一杯だ。俺の胸は奴 らの悪徳で一杯だ」

と。 [・ ・・]

でも、耳を傾けてくれる方には言つておきます。 こんな事が起こる

時代に、偽の民が現れ、義務を怠 り、法を犯 したといつてあなた方を

失脚 させようと襲いかかるのです。彼 らは今ここにいる偽のもの(カタ

リ派)よりもずつと悪質になるでしょう。彼 らはあなた方をいたるとこ

ろで迫害 し、あなた方の所業を暴露 します。 [・ ・・]こ れをおこな

う人々は悪魔にそそのかされ、送 り込まれ、醜悪な身な りでやつて来

ます。あたかも聖人たちの仲間入 りをするかのようにして、実は世俗

の権力者たちに取 り入るのです。 [・ ・・]

なぜこのような人々を放つておくのですか。なぜこの大地を汚れた

不正で機す人々を黙認するのですか。こうした人々は飽食に溺れ、奢

修に身を任せます。もし彼 らをあなた方から遠 ざけなければ、教会は

すべて破壊 されて しま うで しょう。 こうした人々は、粗野で見慣れな

い色の僧衣を身につけ、小綺麗に頭を剃 り上げて闊歩 し、あらゆる点
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で民衆に 自分 を優 しく物静かに見せます。所有欲 を忌み、財 を持たず、

僻所で隠棲 を真似 ます。彼 らを誰 も非難す ることはあ りません。 しか

し、 こうした人々 とともに悪魔は一緒にいるのです。彼は冗談半分で

こう言います。 「まるで野生の汚い獣のように、まるで蠅のようなな

りで俺は人々の前に姿を現 した。 しかし今、風の翼できらめく稲妻の

ごとく飛びたい。俺のすべての希望をかなえるために、それらをあら

ゆるものに注ぎ込みたい。 [・ ・・]神 は貞節 と禁欲を愛 された。俺

もこの連中でそれを真似てやろう」と。 こうしてこの旧敵は大気の霊

から人々に吹き込み、彼 らが放縦を避けるようにするのです。彼 らが

女を愛さず、避けるのはこのためです。人々に向かつて仰々しくもつ

たいぶって、こう言います。 「私たち以上に貞節を守 りたいと思 う者

がいれば、千
´
し魚のように乾き切つてしまうことで しょう。私たちを

肉欲も情念も触れることす らできません。私たちは神聖で、聖霊に貫

かれているからです」と。 [・ ・・]こ の誘惑者たちは彼 らの過ちヘ

の誘惑の始めに(女に)こ う言います。 「あなたたちは私たちと居ては

いけない。 しかし、正 しい師をもつていなければ、一緒に来なさい。

私たちがあなたに言 うことは何でもしなさい。そ うすれば誤ることは

ないでしょう」と。彼 らはこのようにして女たちに相対 し、過ちへと

導 くのです。思い上がった心から、 「私たちはすべてに優つている」

と言います。その後、女たちと秘かな快楽を楽 しみます。 こうして堕

落と異端信仰が明るみに出ます141。

このヒルデガル トの報告は、当時猛威を振るつたカタリ派がどのように民

衆の心をつかんでいったのかを知るための貴重な資料である。彼女が彼ら

の中に黙示録的な偽の預言者の姿を見ていたことは、次の箇所にさらに鮮

明に示されている。

人の悪行は迫害と苦悩によつて浄められなければならないでしょう。



しかし、神を無みする行いで他人を惨めにする者の上には、多くの苦

しみが降 り積もります。 この悪魔にそそのかされた不信心な者たちは、

神に純粋に祈 らないあなた方を折檻する鞭のようなものです。彼 らは

あなた方を、悪行や誤 りが洗い流 されて しま うまで、打ち続けるで し

ょう。

しかし、こうした者たちは最後の審判の時にやって来るであろう誘

惑者ではないのです。 (このとき悪魔は、原初に神 と戦つたように、天

上に飛びます。)彼らは芽吹かんとする元凶なのです。 しかし、彼 らが

バアルの悪徳やその他の倒錯 した悪行の中にいるのがわかると、王た

ちや他の偉大な者たちは彼 らに襲いかか り、見つけ次第、野生の狼に

するように彼 らを殺 して しま うで しょう。こうして正義の曙は昇 り、

最後のものは最初のものより良くなるで しょう。あらゆる過ぎ去った

ものから出て畏敬へと至れば、あなた方は純金のように輝 き、末永く

留まるでしょう。平穏な時の前に嵐があつたことは素晴 らしいことで

す。こうした時の前に生きた人々は敢然 と命の危険を承知で、凌げな

いほどの多くの辛い戦いを凌がなければなりませんで した。あなた方

もあなた方の時代に多くの戦乱を経験 しますが、わがままと無秩序の

せいでそこで落命するのです。 [・ ・・]神 を畏れる惨めな女である

私は、こうしたことをマイスターや博士の先生方や、その他のお偉い

先生方の前で、その方々がいらっしゃる高名な土地で発表 しなければ

ならないとい う思いに、もう二年かたがた苛まれてお りました。 しか

し、教会が分裂の危機にありますので説教を差 し控えていたのです151。

終末論の基本枠の中でヒルデガル トは聖職者たちの腐敗を批判 しつつも、

最終的には彼 らにアンチキリス トとの最終戦争の使命を託する。異端の禍

はもちろんキリス ト教界にとつて脅威ではあるが、同時にこれを、教会が

その堕落から自浄するための必要な試練であると解釈するのである。 ここ

にあるのは、13世紀の托鉢修道会の登場をまだ知 らない12世紀のいくぶん

アンチキリスト・カタリ・托鉢修道士

楽天的な期待である。やがて都市聖職者たちの無力が覆いようもなく露呈

し、教皇が膠着状況の打開のために直属の改革者たちを送 り込んでくるに

至って、事態は奇妙な展開を見せる。聖職者たちは一方では異端者たちに

よつて、もう一方では托鉢修道士たちによつて両側から挟み打ちに会 うの

である。その際ヒルデガル トの聖職者批判は皮肉なことに、窮地に陥つた

司祭たちの頼みの綱となる。この間の事情をもう少し詳 しく見てみよう。

1255年、度を過ぎた熱血フランシスコ会士ボルゴ=サン=ドンニーノのジ

ェラルディーニ(GerardoぬBorgo San Donnino)がフィオーレのヨアキム

の著作への手引書 『永遠の福音への序説』を書き、まもなく托鉢修道士が

世俗聖職者に取つて代わると預言した。歴史の第二段階に現れるアンチキ

リス トがすでに活動を始めており、現在の教会は1260年に破滅し、歴史の

第二段階における新しい真の教会は、フランシスコ会が統轄するというの

である0。 さすがにこの急進思想は危険視され、『序説』は1255年に異端宣

告を受け、作者も死ぬまで牢獄に閉じこめられたが、こうした托鉢修道会

の攻撃的な態度の裏には、後に述べるように自分たちを 「最後の修道士」

と見なすヨアキム的終末論の特別な理解があった。確かに世俗聖職者より

も高度な教育を受け、社会の変化にも敏感で、民衆心理をよりよく理解で

き、さらに教皇の信任篤い托鉢修道士たちは急速にキリス ト教世界で発言

力を強めたが、ともすればその強引でラジカルに過ぎる伝道手腕は、当時

の知識人の反発を買 うこととなつた。G.チ ョーサー(Geo■ey Chaucer

1343?-1400)、 J.ガ ウアー (John Gower 1325?1408)、  W.ダ ンバ ー

(Wiham Dunbar 1460?-1520)、J.ウィクリフ(John Wyclif 1320?-1384)と

いつた14世紀イギリスの著作家たちが風刺的に描く修道士の姿には、当時

の文化人たちの不信感が色濃く現れている171。托鉢修道士の欺哺を終末論に

結びつけて非難した最も強力な論客はパリ大学教授サンタムールのギョー

ム(Guillaume de Saint‐Amour 1200?-1272)であろう。彼は、托鉢修道会

に好意を示した教皇アレクサンドロス4世に追放されるまで、精力的な修道



会批判 を展開 した③。『当今の危機 について (De periculis novissimi

temporis)』で彼は、「本当の使徒は論理学や哲学に傾倒 したり、それに頼

ったりはしない。こうした学問に頼る説教僧 (ドミニコ会士)たちは本当の

使徒(veri apostoL)ではなく、偽の使徒(pseudo apOstoL)なのである」と

している。これは ドミニコ会が大学での教養を重視 し、その基礎の上で聖

書を理解しようとした知的合理主義を批判したものである0。 また、ギョー

ムは 『テモテヘの手紙二』第 3章 でパウロが見たこの世の終わりの図に托

鉢修道士を登場させる。見た日は善良な修道士は実は虚栄心が強く、よこ

しまで淫乱であり、家に忍び込んで言葉巧みに女たちを誘惑する。また、

『マタイによる福音書』第23章を例に修道士を高慢なパ リサイ人に喩え、最

後には 『テサロニケ人への手紙』第 3章 でパウロが怠惰を非難したことを

受けて、修道士が道を外れ、無為徒食で回うるさく難癖ばかりつける者た

ちだとする
(10。このようにギョームが新約聖書の黙示録的性格の強い箇所

を引きながら托鉢修道会を攻撃することからも、13世紀の終末論をめぐる

政治的意図が看取できよう。

この時期ギョームの周辺から 『民は立ち上がり(Insurgent gentes)』と題

された文書が現れる。これは先述のヒルデガル トの名を編 り、彼女のカタ

リ派批判を巧みに托鉢修道会攻撃にす り替えた偽書である。1179年に没し

た修道女が13世紀中葉以降に宗教界に進出した ドミニコ会やフランシスコ

会を知り得たはずがないが、この文書の作者は、女性霊視者の権威が反ア

ンチキリス ト・キャンペーンに有効であると信じている。

人々を賞賛し素朴な民衆を誘惑するために、彼らは信仰も殉教者の模

範も示さず、世俗権力者に絶えず説教しています。真の司牧からサク

ラメントを取り上げ、貧しく弱く哀れな者たちの喜捨をかすめ取りま

す。大衆の中に入り込み、女たちの信頼を得て、彼女たちをそそのか

し、その夫や恋人たちを欺き、その財産を盗んで分配するのです。際

限なく物品を要求し、いかさまに手に入れるのです。 「我らに与えよ。
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さすれば汝 らのために祈ろう」 と言いながら。彼 らは他人の罪を隠 し、

自分の罪を忘れています
(10。

女性信者の支持を得た修道士たちに教会の主財源であるサクラメン トや

聴罪への喜捨を奪われ、経済的にも行き詰まった教区聖職者たちの危機意

識が反映 しているこの偽文書は、当時のアンチキ リス ト的擾乱者をめぐる

宗教界の混乱をよく表 している。清貧運動を推 し進めるカタリ派等の社会

批判者だけが偽の預言者 として糾弾されたのではなく、それを討伐する使

命を受けた教皇直属の改革集団も偽の使徒 として非難 され、それ どころか

教皇自身もアンチキ リス トとして攻撃の対象 となる。もちろん彼 らも非難

に甘んじてはいない。守旧派の世俗聖職者たちを、アンチキリス トの手先

となってキリス ト教世界を堕落と破滅へと導 く元凶として、厳 しく糾弾す

るのである。それでは托鉢修道士の立場から見た黙示的世界観はどのよう

なものだったのであろうか。この問いに答えるためには、フィオー レのヨ

アキムがその著作の中で 「最後の修道士」 と呼んだ集団が重要になる。次

章では特に13世紀の女性神秘家マクデブルクのメヒティル トがヨアキムの

強い影響を受けて記した 『神性の流れる光』を素材に、 ドミニコ会と黙示

的終末観の関係を考察したい。

2.マクデブルクのメヒティルト

マクデブルクのメヒティル ト(Mechth遇d von LIIagdeburg 1208?-1282?)

は 『神性の流れる光 (Das■ie3ende Licht der Gottheit)』の中で世界の終

わりを幻視している
(2)。

彼女の終末観は旧約のエゼキエル書やダニエル書

や、新約のマタイ、ルカ、パウロ書簡、ヨハネの黙示録とは弱い共鳴しか

もつていない。もちろん基本線でこうした黙示的文学の伝統に沿いつつも、

メヒティル トの描くこの世の最後は登場人物の性格づけの点で独創的であ



る。神秘家のヴィジョンであるにもかかわらず、それは象徴的ではなく歴

史的であり、文学的である。その意味で、『神性』の黙示観は、聖書の伝統

を遵守しつつも、詩的霊感豊かな女性作家と批判精神旺盛な社会派修道女

の独創的な創作といえるであろう。

『神性』は第 1-4巻 が1250-1259年に成立し、その後第 5巻が加えられた。

1260-1270/71年に第 6巻 が書かれ、1270/71-1282年に最終の第 7巻 が書か

れ完成したと考えられている。著者の終末観がとりわけ鮮明に現れる第4

巻と第 6巻 はそれゆえ、13世紀中葉以降成立しており、これはこの時代の

黙示録ブームと符合している。メヒティル トは、修道会や市井で事繁く語

られるこの世の終わりに敏感に反応 し、それに独自の文学的形姿を与えた

のである。その際、1200年の精神世界に甚大な影響力をもつたフイオーレ

のヨアキム(」Oachim de Flo五s H35?-1202)の存在は重要である。『中世神

秘思想史』の中で W.プ レーガーは、メヒティル トの精神的後見人であつた

ハレのハインリヒ(1294以降没)がヨアキムの終末思想に傾倒 し、彼女もこ

の影響を強く受けている可能性を示唆している
(19。二人の精神的靱帯の強

さを考えれば、この推測は十分支持できる。

ヨアキムの影響は 『神性』の中でとりわけ 「最後の修道士」説の中に明

確に認めることができる。彼は、アンチキリス トとの最後の戦いで教皇を

補佐し勝利へと導く者を 「霊的な者たち(、なi spirituales)」と呼んだ。さら

に彼がこれを具体的に 「修道士の級(ordO monachorum)」としたことは、

その後フランシスコ会修道士が自らを霊的な者たちと同一視することに根

拠を与えたのである
(“)。アシジの聖フランチェスコを創設者にもつこの教

団はその物質的な禁欲主義で宗教界における改革を強力に推し進めた。彼

らは特にヨアキムのいう歴史の第二段階が終わりに近づき、「滅びの子」の

到来が間近に迫つていることを、世相の乱れの中に敏感に感 じ取 り、教皇

を補佐し、宗教界の権威を再建することが急務であると考えたのである。

この時期のフランシスコ会の清貧思想を理解する上で二人の修道士が重要

である。一人は先述のボルゴ=サン=ドンニーノのジェラルディーニ、一人
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はペ トルス ・オ リー ヴィ、 も う一人は教皇ケ レステ ィーヌス 5世 である。

その中で もペ トル ス ・オ リー ヴィ(Petrus OIM 1248-1298?)は13世紀後半

のフランシスコ会の黙示思想の理論的支柱 を成 した。ボナ ヴェン トゥラに

も私淑 したこのスコラ学者は 『「黙示録」註解』で、終末を明確に図式化 し

てみせた。それによれば、救済の歴史は新約 と1日約に描かれた七つの時代

とヨアキムの二つの段階から成 り立っている
(19。

七つの時代のうちでオ リ

ーヴィは今まさに放縦の第二の時代が終わ り、聖フランチェスコとともに

第六の時代が始まったと考える。これはキリス ト教社会の混乱 した闘争の

時代であり、混乱は1300年に最高潮に達する。これはやがて現れる二人の

偽 りの指導者 (アンチキリス ト)との全面戦争に発展する。特にオ リーヴィ

や彼の信奉者のフランシスコ会士が強調 したのは、この偽の指導者が偽の

教皇を擁立 し、教会の清貧思想を亡きものにしようとする点である。この

ようにアンチキリス トを教皇に見立てる論法はその後の宗教界に深刻な政

治的対立をもたらすことになつた。14世紀初頭に教皇の座についたヨハネ

ス22世は、その政治手腕を縦横にふるつて強力に教皇庁の体質強化を図 り、

清貧運動の担い手であつたフランシスコ会を徹底的に弾圧 した
(“)。こうし

たフランシスコ会の清貧思想 と教皇庁の確執は教皇ケレスティーヌス5世の

事件にもはっきり現れている。1294年7月 、この素朴で信心深い老齢のフ

ランシスコ会士は教皇に選ばれるが、程なく退位 させ られ、やがて謎の獄

中死を遂げる。 この政争劇の裏舞台では次の教皇ボニファティウス 8世 が

暗躍 したとされている。そしてケレスティーヌスが彼の教団の清貧運動の

よき理解者であったことは、彼の不幸な死 と無関係ではないだろう
(1つ

。こ

の事件の後に流布 した文書 『聖キュリロスによる天使の信託』では、アン

チキリス トとして邪悪な偽 りの教皇が描かれているが、これがボニファテ

ィウス8世 であり、それに対抗する来るべき真の教皇がケレスティ‐ヌス

であることは十分考えられる。 このいわゆるヨアキム文書は、自分たちを

最後の戦士と位置づけるフランシスコ会士の教会批判の過激 さと、改革ヘ

の熱意を雄弁に物語つている。



こうした宗教界での混乱がメヒティル トの著作にもはつきり反映 してい

る。それはこれが第一義に優れた啓示文学であるが、同時に時代の腐敗を

告発 し、改革を促す政治的マニフェス トでもあつたからである。『神性』の

聖職者批判には二つの側面がある。一つは、半俗のベギン修道女であ り預

言者であり女性作家であつた著者が、彼女の著作活動に反対する教区聖職

者を論破 しようとい う意図に発するものであり、もう一つは純粋な黙示録

的危機意識からキリス ト教世界の未来を読み解 こうとするものである。 し

かし、これ らは別々のものではなく、互いに連関している。メヒティル ト

は聖職者を次のように批判する。

しかし、世俗の聖職者たちはこれ とはまったく逆です。彼 らは仰々し

い立ち振るまいと、わざとらしい慇懃 さで外見を飾 り、美辞麗句をま

とつて大衆の前に姿を現 し、人に、自分たちの中には聖霊が流れてい

てそれが外に滲み出ているのだと言われたがつているのです。そ うで

す。それこそ人が思い込みで簡単に手にしてしま う大きな罠なのです。

それによつて、努力もせずにもつともらしい言葉を吐いてはいても、

実際には心に聖霊の生まれ満ちるのを何も感 じていないようなことに

なるのです。これは常々よく見かける光景です。人は心優 しい羊や、

徳深い鳩のようでなければならないのに、信徒の前で凄んでみせる熊

や、呼Lえつ くライオンになってしまいます。彼 らの人生は、この世に

対 しては欺購、神 と聖人たちに対 しては有害な嘘なのです。 [『神

性』第 5巻 11章、152頁]

偽の神聖を身にまとつて活動する教区聖職者の姿は、メヒティル トが描

くアンチキリス ト像 と一致 している。第 4巻 2章 で彼女は、二人のアンチ

キリス トを描 くが、彼 らはともに高い教養を身につけた 「偉い学者」で、

一人は 「素晴 らしい天使の衣装に身を包んだ詐欺師」である。彼は虚言で

民衆を欺き、異端信仰へと引き込む。 自らを救世主のように見せかけ、五
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つの聖痕を示してみせるが、それらは絵で描いた偽物である。もう一人は

「秘めた淫欲の先生」で、やはり善良な人々を惑わす(『神性』103-104頁)。

幻視の中で見られたこうしたアンチキリス トの姿は悪魔であり、黙示録の

偽の預言者の風貌を備えているが、同時にこれが先に述べた教区司祭の姿

とも重ね合わされている点に注意したい。

世俗聖職者の中に潜むアンチキリス ト戦 うために遣わされたのが托鉢修

道士である。メヒティル トは、聖フランチェスコと聖 ドミニクスは、人々

が正しい信仰を外れたことを憂えた天の父が、母なるキリス ト教との間に

もうけた 「二人の息子」だと考える(同168頁)。歴史的にみると、フランシ

スコ会士がョアキム的黙示観の最も熱心な共感者であり、自己を最後の戦

士と位置づけたことは既に見たが、『神性』ではメヒティル トは ドミニコ会

士の方にこの使命
´
を委ねている。彼女が ドミニコ会により強い共感を示す

のは、この教団がベギン修道女の精神的保護者 として婦女子訓育 (cura

moniahum)に尽力したからであるふ彼女の聴罪師であつたハレのハインリ

ヒも、実弟のバル ドゥインも同会士であった
(お)。

しかし、彼女の教団に対する愛着は盲目的ではない。彼女は、托鉢修道

士たちが都市の経済生活の中で堕落し、力を失つていつた様子を冷静に観

察している。

でも、二人 [フランチェスコとドミニクス]が 一生懸命頑張つたこと

も、ほとんどが消えてしまって、とても残念 !それが消えるにつれて、

教団も弱体化していき、教団がもたなくなれば、子供たちを見捨てな

いように、もう一人の虐、子が永遠の父の正しい心から生まれるでしょ

う。 [『神性』第 5巻24章、168頁]

このやがて生まれる 「もう一人の息子」がアンチキリス トとの最終戦争

で戦う殉教者であることは、第4巻 27章の終末的幻視の中でさらに詳細に

描写される。 ドミニコ会に対して執拗に攻撃が繰 り返されるのを見て、メ



ヒティル トは主に、教団がこの世の終わ りまで存続するのかたずねる。つ

ま り、これがヨアキムのい う最後の修道士たちなのかを確認するのである。

これに対 して主は、教団の永続を約束 しつつも、そのためには 「新 しい集

団」が来なければならないと言 う。彼 らは 「もつと聡明で、もつと強く、

この世の欲望に目もくれず清貧を貫徹 し、聖霊に勇気づけられてい」なけ

ればならない(同134頁)。この言葉に続けてメヒティル トは、修道士たちが

使徒的生活を守 り、伝道 と神への奉仕に励む姿を幻視するが、こうした生

活は30年しか続かないとい う。アンチキリス トの禍の時代が訪れるからで

ある。この偽の救世主は富で世俗の権力者を味方につけ、偽 りの知恵で高

位聖職者をたぶらかす。こうした悪の権力に対 し戦いを挑むのが托鉢修道

士たち、特に ドミニコ会士である(同137頁)。彼 らはユダヤ人 と異教徒 (異

端者)の改宗を推 し進め、アンチキリス トに対抗するが、やがて彼の手先に

捕 らわれ、「鉄串で射殺され」、「公衆の面前でさらし者」にされる。 ドミニ

コ会士に共感 した人々も家畜のように屠 られる(138頁)。この幻視が 『ヨハ

ネの黙示録』第11章を下敷きにしていることはい うまでもない。注 目すべ

きは、この修道士たちの殉教がエ リヤとエノクの登場を用意する前哨戦で

あると同時に、二人の殉教それ 自体でもある点である。 これにより、二人

の証人エ リヤとエノクは、神の二人の息子 とされたフランチェスコと ドミ

ニクスに重ね書きされるのである。神話的形象 と現実の創造的混交がここ

にある。幻視の中で、エ リヤとエノクは修道士たちに、森から出て、死を

覚悟で説教をするように命 じる。二人の最大の武器は真理の証 しだとされ

る。彼 らはアンチキ リス トの正体を暴露 し、その最期をはつきり示 してみ

せることで、人々を悪の信仰から解放する。 しか し、やがて彼 らにも最期

が訪れる。第 6巻 15章でメヒティル トはこの最終戦争の様子を生き生きと

描いている。まずエ リヤが拷間を受け、十字架上の死を迎える。彼の遺骸

は、「キリス ト教徒が皆、信仰を捨てる」ようにさらしものにされる。次に

エノクはアンチキリス トに神の真理をもらすようにいわれるが拒絶 し、神

を讃えながら殉教する。人間の肉体を失つた彼 らは今度は真の聖人 として
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昇天す る(202-204頁)。二人の証人 (エリヤ とエ ノク)とイエス 。キ リス トと

二人の托鉢修道士 (フランチ ェス コと ドミニクス)が、アンチキ リス トに対

する戦いと死を中心に トリアー ド(三肢構造)を成 しているといえる。

3.エ リヤ とエ ノク

それではメヒティル トの終末観に重要な役割を果たしているエ リヤとエ

ノクとは誰なのであろうか。聖書に描かれた彼 らの神話的形姿から見てみ

よう。エ リヤの記述は旧約聖書列王記上第17章-21章 と同下第 1章 -2章

に見られる。ギレア ドの住人であ り、ティシュベ人の預言者である彼は、

三年を荒野で過ごした後、イスラエル王アハブに仕えるバアルの預言者た

ちとカルメル山で対決する。両者は一頭の雄牛を選んで、裂いて薪の上に

乗せ、火をつけずに置いた。神の力でこの棒げ物を焼 くことのできる者こ

そ真の預言者であることを証そ うとしたのである。バアルの預言者たちが

どれほど大声で神の名を呼ぼ うとも、天から火は下らなかつたので、彼 ら

は半狂乱になった。エ リヤは見守る民を集め、壊 された主の祭壇を修復 し、

イスラエルの始祖たちを崇め、神を讃えると、主の火が降って、捧げ物を

焼き尽 くした。 これを見た民衆はイスラエルの神に帰依 し、バアルの預言

者たちはすべて殺 された。エ リヤはこの事件によつて再び迫害を受ける。

その後、彼はエ リシャとい う後継者を得て旅を続けるが、やがて天に引き

上げられる。

彼 ら [エリヤとエ リシャ]が 話 しながら歩き続けていると、見よ、火

の戦車が火の馬に引かれて現れ、二人の間を分けた。エ リヤは嵐の中

を天に上っていった。エ リシャはこれを見て、 「わが父よ、わが父よ、

イスラエルの戦車よ、その騎兵よ」と叫んだが、もうエ リヤは見えな

かつた。エ リシャは自分の衣をつかんで二つに引き裂いた。エ リヤの



着ていた外套が落ちて来たので、彼はそれを拾い、ヨルダンの岸辺に

引き返 して立ち、落ちて来たエ リヤの外套を取つて、それで水を打ち、

「エ リヤの神、主はどこにおられますか」と言つた。エ リシャが水を打

つと、水は左右に分かれ、彼は渡ることができた。 [列王記下第 2章

11節-14節 ]

エノクに関する最初の記述は創世記第 5章 21節にある。彼はアダムの子

孫イエ レドが162歳の時にもうけた子で、神 とともに365年生きた後、「神が

取られたのでいなくなった」(同24節)。また、旧約聖書続編 『シラ書[集会

の書]』の「先祖たちへの賛歌」では、ノアやアブラハム、イサク、ヤコブ、

モーセと並んでエノクを挙げ、「エノクは主に呼ばれて天に移 され、後世の

人々にとつて悔い改めの模範となつた」(第45章16節)とされている。また同

書はエノクを別の個所で、この世で比類するものがないほど優れた者 と呼

んでいる。

この世に生を受けた者のうち

だれ一人、エノクに並ぶ者はなかつた。

彼は地上から天に移されたからだ。 [第49章14節]

『ヨハネの黙示録』第H章 の 「粗布をまとつて預言する二人の証人」がエ

リヤとエノクであるとされた解釈上の根拠については明らかではないが、

二人が、出自はまつたく異なるにもかかわらず、ともに生きながら天に昇

り、最終戦争のために取つておかれた 「人間」であることが決定的な意味

をもつたのであろう。エ リヤが最後の証人の一人 とされた根拠は、さらに

彼が様々な迫害を受けつつも、迫害者を残滅 し、最後に天に引き上げられ

たことや、彼の 「毛衣を着て、腰には革帯を締めている」 (列王下第 1章 8

節)とい う風貌がヨハネの記述 と一致 したからであろう。 (このエ リヤの質

素な姿が、中世には托鉢修道士、特にフランシスコ会士の姿に重ね られ
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た。)また、ヨハネの言 う 「(二人の証人の)口から火が出て、その敵を滅ぼ

すであろう。この二人に害を加えようとする者があれば、必ずこのように

殺される。彼 らには、預言をしている間ずつと雨が降らないように天を開

じる力がある」 (第11章56)と い う記述や干魃の奇跡 (王上第18章41-46)も

同一視に根拠を与えたのかもしれない。これに対して、太祖 (Patriarch)の

一人であるエノクが証人と同一視 された理由は判然 としない。後に見るよ

うに、彼 らが証人として定着するまでには様々な紆余曲折があつたのであ

る。

さて、『ヨハネの黙示録』における二人の預言者の活動は三つの時期に分

かれる。第一は説教期であり、異邦人に踏みにじられた都で彼 らは1260日

間預言する(第H章 16)。 第二は殉教期である。二人が証 しを終えると、一

匹の獣が底なしの淵から上ってきて、彼 らと戦つて勝ち、二人を殺 してし

ま う。彼 らの死体は街角に放置され三 日半晒 し物にされる(第H章 7-10)。

群衆は二人の死を見て喜び、贈 り物をや り取 りする。「二人の預言者は、地

上の人々を苦 しめたからである」 (第H章 10節)。第二は復活期である。三

日半の後、命の屋、が神から出て二人に入 り、彼 らは復活する。二人は天か

らの声に従つて雲に乗 り、天上の昇る。その後、大地震が起こり、都は破

壊 され、7000人が命を落とすが、「残った人々は恐れを抱いて天の神の栄光

をたたえた」(第HttH-13節 )。

それでは、以上見てきた黙示録的なエノク、エ リヤ像が本論の主題であ

る中世文学の終末的ヴィジョンにどのように取 り入れ られているのだろう

か。

中世文学において二人の証人がアンチキ リス トとの最終戦争のための

「蓄え」であるとい う解釈はすでに定着 している。彼 らがこの大役に相応 し

いのは 『ルチダリウス (Lucidarius)』では、二人が罪に移れていないから

であり、それゆえ、彼らは死にも不幸にも怖れる必要がないからである。



エ リヤとエノクは恐れの中でも確かであつた。彼 らは、死にも不幸に

も怖れないほど確かなのである。彼 らはまた自分 自身を失 うことはな

かった
(19。

ヴォルフェンビュッテル図書館所蔵の通称 「プ リアメル写本」では、エ

リヤとエノクがまだ死んでお らず、それゆえ肉をもつたまま楽園で生きて

いることになつている。

神がエ リヤとエノクをどうやつて楽園に取つたか。

だれが生まれても死ななかつたか。

それはエ リヤである。めでたくも

神が彼を楽園に取つた。

さらにエノクも。二人とも肉をもつたままで。の。

メヒティル トは 『神性』の中で、楽園で二人の証人に出会つた情景を描

いている。その時エノクは座ってお り、エ リヤは考えに深 く沈んで大地に

横になっていた。メヒティル トはまずエノクに、二人が人間でありながら

どうやつて楽園で生きていることができるのかたずねる。エノクは、「肉体

を生かしておくために、わずかながらリンゴを食べ、わずかながら水も飲

みますが、最大のものは神の力です」 と答える。彼はどのようにして楽園

に来たのか記憶がなく、知 らない うちに来ていたと答え、また、ここが快

適であり、厭なことは何もないとい う。そ うするうちにエ リヤが起きあが

る。彼の顔は綺麗で、眩 しく天の色のようである。神は純 自の羊毛のよう

である。二人とも杖をついて、物乞いのようなな りをしている。彼 らはと

もに楽園で今は人間のために祈つているが、本当の目的は、「最後の日にキ

リス ト教と神の擁護者であるため」であると答える。

このインタヴュー形式の描写が文学的に優れているのは、神話的な伝承

からさらに一歩踏み込んで、エ リヤとエノクの人 とな りにまで肉薄 しよう
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いう創作意欲に溢れているからである。同様の試みは中世の聖人ブランダ

ン伝にもある。そこでは、灰色の髭をたくわえた老人エノクがエ リヤとと

もに、楽園の門の前に座つて番をしている。ここでも二人の終末論的性格

は強調されていることは、二人に、大きな剣を帯びた天使が付き添い、修

道士の軍勢が付き従つていることからも明らかである。D。またメヒティル

トとは別の仕方で、エノクとエ リヤに文学的形姿を与えた作家がいる。エ

ッツェンバハのウル リヒは 『アレクサンダー』の中で二人の預言者をマケ

ドニアの大王と出会わせている。アレクサンダーはある日探検の途上で見

知らぬ土地 Paradisus Terrestris(地上の楽園)に迷い込む。岩山の上で彼は

門と窓を見つけ叩くと、中から自髪に長い髭をたくわえた輝 く老人が現れ

た。工は老人に、誰であれこの地上に住む者は彼に恭順を誓い、税を納め

なければならないと言 う。老人は引き返 し、しばらくしてもう一人の老人

を連れて戻つてくる。王が要求を繰 り返す と、老人の一人が了解 して、彼

に輝 く小石を一つ渡す。二人はやがて自分たちがエ リヤとエノクであると

告げ、次のように語る。

最高齢の男は怒 りもせずにこう言つた。

「この神の庭で

私たちは彼が来るのを待つているのだ。

私エ リヤとあの男エノクは

ここにいて、住まなければならない。

その時が来るまで。

アンチキリス トがこの世で、

強大になる日まで。」②

アレクサンダーは権勢や名誉が天上での永遠の生に何の役にも立たない

ことを悟 り、愕然 として二人のもとを去る。ここで作者がアレクサンダー

大王とエ リヤとエノクを唐突にも結びつけたのは、現世の栄華と天上での



至福を対比させるためだけではない。この奇妙なキャスティングの背景に

は、地上の楽園が東方オリエン トにあると信 じられていた中世の民間信仰

がある。それゆえマクデブルクのメヒティル トも、彼らがインドから来た

と言うのである(『神性』第6巻 15章、202頁)。

さて、アンチキリス トとの最終戦争のために二人の証人が地上に帰還す

るとい う信仰は、新約聖書のパルーシア(メシア待望論)と連動 してたびた

び言及 される。例えば洗礼者 ヨハネはユダヤ人祭司とレビたちに素性を問

われたとき、自分はメシアでも 「エ リヤ」でも預言者でもないと答え、自

身の洗礼者 としての立場を強調する(ヨハ第 1章 21-25)。この洗礼者 ヨハネ

の言葉 と並んで特に印象的なエ リヤについての言及はマタイが伝えるイエ

スの礫刑の場面に現れる(マタ第27章46-50)。そこでのイエスの最後の言葉

Eli,Eli,lama sabachthanJ「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てにな

ったのですか ?」 は、天の父にイエスが絶望を訴えたものであるが、十字

架を取 り巻いてこの光景を見ていた多くのローマ兵やヘブライ人にはこの

アラム語の意味が分からなかつた。彼 らはイエスが 「エ リヤ(Elia)」を呼ん

でいるのだと勘違いし、人が葡萄酒を海綿に含ませてイエスに飲ませよう

とするのを制 し、「待て、エ リヤが彼を救いに来るかどうか、見ていよう」

と言 う(同49節)。ゴルゴタの丘で人々が半ば興味本位で、半ば嘲笑的にエ

リヤの来臨を待つていたとい うことに、彼が終末論に早い時期に取 り入れ

られていたことが示されている。め。

エ リヤが黙示録での証人の一人であることは早くから認められていたが、

残るもう一つのポス トを誰が占めるかについては、キリス ト教史の中でも

紆余曲折があつた。 ヴィク トリアヌスはエ リアの相棒 として預言者エ レミ

アを挙げたが、これは彼が死んだとい う記述が旧約聖書には見つからない

ためである。 (彼はまた別の箇所でエ リシャ(エリヤの後継者)を挙げてい

る。)ヒラリウスはモーセを挙げ、彼がキリス トの変容の際にエ リヤととも

に現れたことをその根拠 としている。。。 しかしこうした解釈の多様性は中

世の早い時期に調整 されたらしい。終末論の古典 『アンチキリス トの誕生
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と時代(De ortu et tempore Antich五sti)』の著者アドソ(Adso Montie‐en―

Der)も、サン=ヴィクトルのリカル ドゥスもフィオーレのヨアキムも、エリ

ヤとエノクを二人の証人とする点で一致している。

4.ま とめ

中世の終末論は迷信がもたらした不幸な狂信ではない。それはキリス ト

教的歴史学であり、同時に社会改革を目指す醒めた意識の産物でもあつた。

終末論はとりわけ現在の生の存在基盤を脅かし、その存在理由を厳 しく問

う性格のものであることから、生活世界の基本構造を最も生々しく描き出

しているモデルだとい うことができよう。「ある共同体が、歴史と悪の問題

をどのように捉えているか。 このことは、その共同体の時間のとらえ方の

中に、すなわち、時間の流れを終わ りあるものと考えるかどうか、とい う

ことの中にさえ、現れている。それゆえ、時間をどうとらえるかは、ある

意味で、その共同体が自らをどうとらえているか、とい うことに他ならな

い。9」 という B.マ ッギンの言葉はこのことを端的に言い表 している。こう

した問いに答えるために、中世の思想家たちは神話 と現実と未来の二つの

次元を自在に横断する。黙示文学 とはこの横断が可能になる共通の地平で

ある。そこでは現実の歴史は神話化によつて圧縮 され、文学的形象 となり、

さらに必要に応 じて解凍されて、未来への予言 として政治的経済的な生の

舞台へ と投影 される。 ヒルデガル トの書簡に登場するカタリ派がアンチキ

リス トにな りうるのも、メヒティル トの著作に登場するエ リヤとエノクが

托鉢修道士の姿と重ね合わされるのも、すべてこうした二次元を横断する

思考の産物である。近代歴史学が生み出した実証主義はもちろんこうした

歴史思考をリト除 して しまったが、しかし、現代においても文明の衝突、世

界の終わり、歴史の終焉 とい うトポスが宗教的に、また政治的に喧 しく叫

ばれるのを聞けば、「共同体の自己認識作用」としての終末論はまだその命



脈を永く保ち続けているといえるだろう。
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